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　　　　　　　　　天文同好鳥総會記事

　本年度総會は豫定の通り十月二十日の日曜日午後，花山新天文皇にて開

催．此日は朝から快晴で，午前中は一般人士の参観で賑つたが，書近くな

る頃から同好會員は悪名花山道路を登って來られ，休憩室も一杯になる程

であった．

　開會，竹田幹事の露辞についで　　　山本先生の「太陽研究の近歌」

　　　　　　　　　　　　　　　　　百年先生の「天膿の週期軌道に就て」

の講演があっナこ．講演に響いて協議會に入つt．先づ山本歯噛より會の

現歌に就て一通りの報告があり，齪工部のプレテンを大曲に移した事に就

て了解を得，會計係からは會計駄態に就て説明があった．次に山本會長は

一つの重大な案を提出されf．これは斯て幹部の間で考へられて居k會の

組織憂更の問題である．抑も同好會は現在の阯會一般の天文好きにかなり

適しナこ會ε考へられるが，將來の天文學の進歩，會の獲展を考へれば，此

際是非まミまつk計書を立てなければならない．それで今回我が同好會の

仕事の中から純樺な研究の方面ミ天文趣味の方面εを分けるこεを好い

策ミするミ主張されるのである．

　これに就ては，案の趣旨が徹底しなかったが爲か，重大な案だけに，根

本的な意見を述べられる方も少く，實行上，俄に實現出來難い様に考へら

れ，天界の内容をもつε程度を下げて，通俗天文講話風のものを蓮毒して

は，E言ふ案も出たが，編輯者の御意見Eしては，雑誌は教科書の断片で

なく，其時の學術界の有様や天文現象を主にしたいEの事である．叉會員

の會誌ε言ふ感じを深くする爲め會一員の投稿を多くする襟にミの希望もあ

り，又，文字を讃むより爲眞を見る方が感じが深いから爲眞を糟してはε

言ふ読も出た．結局案ミしては何もまEまったものは無かったけれさも，

御互に舟生の意見を開陳せられた爲，會員の要求も分り，將來の方針に参

考εなる事多大であっk．

　次いで晩餐會に三つfr．．出席者は四十人で盛會であった，晩餐會の終る

頃は天禮観測に都合のよい時間であったが生憎暗雲がはびこって，時々

爾が來る始末なので観測は中止して散會しナこ．


